


報告内容
⚫ 民族資料のデジタルアーカイブ化（森松）

1.研究背景

2.既存システム

3.実行の流れ

4.実験

5.実験結果と現状

6.考察

7.今後の課題

⚫ 追加（荒木）

1. 地域に残る文化遺産のデジタル化

2. 事例紹介

3. 今後の取り組み
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１．研究背景

奈良県川上村の舞(演劇)の後継者不足

 消えてしまうかも

映像や資料だけでは補完できない

 新しい継承方法が必要

初心者でも学べるシステム
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１．研究背景

目的

既に存在する動画像から、人の動きを抽出・データ化する
こと

Q.なぜ既にあるものからなのか

A.文化遺産の多くは再撮影が困難であるため
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２．既存システム

Viconを用いた文化遺産の保存

問題点

・導入コストが高く専用の部屋など設備が必要
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出典
ICCM2023_1570903257_Zaini.pdf

file://///150.89.226.92/share2/卒業研究/2024_卒業研究/Q20110森松奎伍/ICCM2023_1570903257_Zaini.pdf


Viconについて

Viconのシステム

→赤外線カメラとマーカーを使用して、人や物体の動きを高精
度でキャプチャする

・赤外線カメラ

→専用カメラがマーカーの赤外線を検知し、捉えて位置を特定

・マーカー

→対象物に取り付ける小さな反射マーカー（またはアクティブ
LEDマーカー）

・ソフトウェア

→データ処理を行う専用ソフトウェア（Nexus, Shogun, Bladeな
ど）が解析
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3.実行の流れ
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3Dモデル生成に使用するツール

Meshy.AI

テキスト入力や画像から

3D 人物モデルを生成

Mixamo

自動リギング

(作成モデルには骨格がないため)
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３．提案システム

目標

・カメラと動画の両方に対応

・劣化した白黒映像からの動作の検出が可能

・OpenPoseとMediaPipeを用いて複数認識にも対応

・★作成した3Dモデルにより動きの再現が可能

開発環境

Python ver. 3.10.0 Unity6000.0.33f1 

使用機材

Intel RealSence D435if 1台
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提案システムの流れ(Python)

１.モードを選択

２.OpenPoseを用いた検出範
囲の特定

３.検出範囲をクロップ

４.MediaPipeでクロップした
画像に対し再度骨格検出

５.関節点の座標を保存
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MediaPipeとOpenPoseの比較表

13

指標 MediaPipe OpenPose

関節検出精度

（PCK@0.2）
約85% 約95%

マルチパーソン認識 △（誤認識あり） ◎（高精度）

環境適応性（照明・

角度）
△（条件に影響） ○（比較的安定）

リアルタイム性能 ◎（CPU可、60FPS）
△（GPU推奨、10-

30FPS）



４．実験

実験手順

※今回は川上村から提供された動画を用いる

１．兜や鎧を着た人の認識

 演劇では特殊な衣装を着ているシーンが多
い

 特殊な衣装を着た人の認識実験を行う

２．低画質画像での人の認識

 白黒の低画質画像からの人の認識

 クロップとその画像内での人の認識
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５．実験結果
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剣道の胴衣を着た人の認識（MediaPipe）



５．実験結果

16

低画質画像からのクロッ
プ（MediaPipe）

クロップ（OpenPose）



５．実験結果
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５．Unityシステムの現状
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3Dモデル 3Dモデル関節点の動作



６．考察

・特殊な機材なしで人の姿勢データを取得することができた

・低画質からも人の姿勢データを取得することができた

このことから本手法は文化保存に有用であるであると考え、研
究開発を進める
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７．今後の課題

・白黒映像の検出精度の向上

・文化遺産の継承を目指した学習システムへの応用

・リアルタイムでのフィードバック機能の実装

・スムーズな動きの実現
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１．地域に残る文化遺産のデジタル化

⚫神社などには多くの地域に関わる文化遺産が多くある

⚫例として建物や造形物

⚫仏像や造形物の盗難が多発した

⚫川上村でも盗難対策に取り組んでいる

https://www.police.pref.nara.jp/cmsfiles/contents/0000007/7481/R7.8.pdf

⚫ デジタル化したものを持っておくことにより
⚫ 盗難時の所有権の証明

⚫ 破損した場合の修理

⚫ コンテンツとしての有効活用

が実現できる
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２．事例紹介

⚫ デジタル化するには3Dスキャナなどを活用

⚫ 展示された状態でのスキャンでは欠落が多い

⚫ 裏側や下側はスキャンできない

（右図のオレンジ色の部分は欠落したところ）



２．事例紹介

⚫ あるていどの欠落はしかたがない

⚫ 欠落した部分を補正（補間）する

⚫ 右図が様々なツールを活用して補間した例
⚫ エッジが甘くなる

⚫ 元の造形を反映していない可能性がある



２．事例紹介

⚫ 劣化を踏まえた上で、本研究の目的である
⚫ 盗難時の所有権の証明

⚫ 破損した場合の修理

⚫ コンテンツとしての有効活用

には利用可能なデータ化の実現を目指す



３．今後の課題と取り組み

⚫ 安定したデータを得られる手法の確立
⚫ 処理の組み合わせや順序

⚫ 新たなツールの作成

⚫ マニュアル化
⚫ 手順の明確により、誰でも再現性がある作業ができるようにする

⚫ 自動化



ご清聴ありがとうございました
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